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2しずくいし議会だより No.117しずくいし議会だより No.1173

令和３年度予算

ここに注目！
未
来
に
つ
な
ぐ

農
地
再
生
応
援
事
業

金
子
一
男
　
　 

総
合
的
な
住
み
よ
い

町
づ
く
り
計
画
に
期
待

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
本一を
目
指
し
て

坂
井
尚
樹 

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
の
経
済
的
支
援

徳
田
幸
男 

　
　

子
育
ち
寺
子
屋

運
営
業
務幅

　秀
哉 

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
で

新
型
コ
ロ
ナ
を
卒
業

古
舘
謙
護 

　
　

南
畑
コ
テ
ー
ジ
む
ら

の
未
来
像
は岡本

忠
美 

　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
道
の
駅

堂
前
義
信 

　
　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
が
町
民
ス

ポ
ー
ツ
と
な
る
こ
と

上
野
三
四
二 

　
　

稼
ぐ
チ
カ
ラ
強
化
産
業

振
興
戦
略
支
援
業
務

坂
下
栄
一 

　
　

昇
瀬
橋
整
備
事
業

着
手

大
村
昭
東 

　
　

デ
ジ
タ
ル
化
変
革
へ
の

取
組
と
展
開加

藤
眞
純 

　
　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
Ｄ
Ｍ
Ｏ※

）の
構
築

杉
澤
敏
明 

　
　

地
方
債
年
度
末
残
高
が

積
み
増
し
さ
れ
る

西
田
征
洋 

　
　

町
の
強
靭
化
対
策

岩
持
清
美 

　
　

鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ

エ
リ
ア
整
備
計
画

横
手
寿
明 

　
　

前
田
隆
雄 

議
長

次のページは
令和3年度 予算特集

き
ょ
う
じ
ん

※DMO…観光物件、自然、食、芸術・芸能、風習、風俗など当該地域にある
観光資源に精通し、地域と協力して観光地域作りを行う法人
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4しずくいし議会だより No.1175

基礎学力向上を期待する寺子屋

【
金
子
委
員
】
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
推
進
事
業
の
内
容
は
。

【
教
育
次
長
】
学
校
評
議
員

会
を
発
展
し
、
学
校
に
対
し

て
地
域
の
方
や
保
護
者
の
意
見
を
さ

ら
に
反
映
し
な
が
ら
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
、
地
域
学
校
協
働
活

動
と
い
う
新
し
い
事
業

で
進
め
て
い
く
。

【
幅
委
員
】
子
育

ち
寺
子
屋
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
の
方

向
性
は
。【

教
育
次
長
】
令

和
２
年
度
、
雫

石
小
学
校
の
1
年
生
か

ら
3
年
生
を
対
象
に
雫

石
公
民
館
で
実
施
し

た
。
来
年
度
は
御
明
神

小
学
校
に
拡
充
し
て
い

く
。
今
後
、
地
域
学
校

協
働
活
動
と
の
関
わ
り
や
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
、
児
童
館
と
の

整
合
性
な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
、
子

ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

【
横
手
委
員
】鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー

ツ
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
ま
だ

ま
だ
雫
石
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
と
も
根
付
い
て

い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
定
着
さ
せ
る
の
か
。

【
町
長
】
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

に
つ
い
て
は
県
内
に
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
場
と
い
っ
た
施
設
は
ほ
と

ん
ど
無
い
状
態
。
今
後
、
雫
石
中
学

校
、
雫
石
高
校
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

を
作
る
な
ど
競
技
人
口
を
増
や
し
、

年
配
者
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で

普
及
さ
せ
た
い
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

は
、
子
ど
も
の
運
動
に
す
ご
く
良
い
と

聞
い
て
い
る
。鴬
宿
の
活
性
化
の
た
め
、

こ
の
エ
リ
ア
を
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
く
。

【
坂
下
委
員
】
雫
石
高
校
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
入
学
志
願
者
が
増
え
て
い
る
の

か
事
業
の
検
証
を
す
る
べ
き
で
は
。

【
教
育
長
】
令
和
２
年
度
に

事
業
を
見
直
す
計
画
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
検
討
会
を
開

催
し
、
ど
う
す
れ
ば
中
学
生
に
雫
石

高
校
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
か

【
岡
本
委
員
】
網
張
地
区
専
用

水
道
維
持
補
修
工
事
補
助
金

の
基
準
は
。

【
上
下
水
道
課
長
】
令
和
２
年

度
か
ら
住
民
組
織
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。
支
援
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
修
繕
、
改
修
費
用
の
50
％
を
補

助
す
る
。【

坂
井
委
員
】
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
安
定
化
対
策
事
業
費
補

助
金
の
利
用
状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
。

【
農
林
課
長
】
利
用
者
は
５
名

の
実
績
で
あ
り
、
今
後
の
目

標
は
３
年
以
内
に
和
牛
ヘ
ル
パ
ー
組

合
も
独
立
さ
せ
た
い
。

【
横
手
委
員
】
未
来
へつ

な
ぐ
農
地
再
生
応
援
事

業
費
補
助
金
の
内
訳
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

【
農
林
課
長
】
ス
マ
ー
ト

農
業※

1
関
連
で
ド
ロ
ー

ン
３
基
、
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム

付
田
植
機
１
基
合
計
４
件
で
あ

る
。
機
械
導
入
だ
け
で
な
く
、
基
盤

整
備
も
併
せ
て
考
え
て
い
る
。

※

１ 

ス
マ
ー
ト
農
業…

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技

術
等
の
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
農
業

【
坂
井
委
員
】
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
出
品
支
援
事
業
費
補

助
金
の
内
容
は
。

【
農
林
課
長
】
共
進
会
に
向
け
、

指
定
交
配
の
種
つ
け
料
や
肥

育
農
家
に
町
と
J
A
新
い
わ
て
が
支

援
す
る
。【

金
子
委
員
】
旧
上
長
山
小
学

校
諸
委
託
料
の
内
容
と
利
用

者
数
等
の
目
標
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】貸
し
オ
フ
ィ

ス
等
の
整
備
を
４
月
以
降
に

行
い
、
利
用
計
画
等
を
立
て
利
用
事

業
者
の
公
募
を
予
定
し
て
い
る
。

【
徳
田
委
員
】
空
き
店
舗
活
用

事
業
費
補
助
金
を
、
空
き
家

対
策
と
し
て
解
体
費
用
に
活
用
で
き

【
古
舘
委
員
】
令
和
２
年
度
新

規
に
開
園
し
た
に
じ
い
ろ
保

育
園
（
小
規
模
保
育
園
）
は
待
機
児

童
の
解
消
に
つ
な
が
っ
た
か
。

【
子
ど
も
子
育
て

支
援
室
長
】
定

員
１０
人
に
現
在
８
人
の

児
童
が
入
園
し
て
お

り
、
待
機
児
童
を
減
ら

す
こ
と
に
は
大
変
効
果

が
あ
っ
た
。
令
和
３
年

度
の
待
機
児
童
の
状
況

に
つ
い
て
は
現
在
調
整

中
だ
が
、
入
園
申
込
者

数
も
昨
年
よ
り
減
っ
て

い
る
の
で
待
機
児
童
は

少
な
く
な
る
見
込
み
。

【
加
藤
委
員
】
老

人
憩
の
家
に
つ

い
て
、
建
物
が
老
朽
化

し
て
い
る
が
、
町
民
憩
い
の
家
と
合

わ
せ
て
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

【
政
策
推
進
課
長
】
町
民
憩
い

の
家
と
老
人
憩
の
家
の
今
後

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
検
討
し
て

き
た
。
少
し
時
間
は
か
か
る
が
活
用

方
針
を
決
定
し
た
い
。

【
徳
田
委
員
】
出
産
祝
金
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
他
自
治
体

で
は
第
3
子
以
降
に
年
10
万
円
、
7

歳
ま
で
給
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
町
で
も
増
額
の
考
え
は
。

【
政
策
推
進
課
長
】
子
育
て
支

援
は
さ
ま
ざ
ま
他
の
自
治
体

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
町
で
も
毎
年

出
生
数
は
減
っ
て
い
る
。
原
因
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
と
思
う
が
、
支
援
策
を
検

討
し
て
い
く
。

【
上
野
委
員
】
健
康
増
進
事
業

に
つ
い
て
、
健
康
台
帳
シ
ス

テ
ム
の
改
修
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
町
民
の
健
康
管
理
は
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ー
タ
を
基
に
一
体
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
改
修
に
な
る
の
か
。

【
健
康
子
育
て
課
長
】
今
回
の

計
上
は
、
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
と

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。
健
康
管

理
に
つ
い
て
は
、
国
で
標
準
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
町
で

も
令
和
３
年
度
よ
り
取
り
組
む
予
定

と
し
て
い
る
。

な
い
か
。【

観
光
商
工
課
長
】
個
人
財
産

に
自
治
体
か
ら
の
支
援
や
補

助
金
を
使
う
こ
と
は
難
し
い
。今
後
、

国
の
補
助
金
制
度
、
町
の
制
度
等
と

の
整
合
性
を
取
り
検
討
す
る
。

【
岡
本
委
員
】
自
然
公
園
等
保

護
管
理
事
業
で
登
山
道
に
ト

イ
レ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
国
立
公

園
地
内
で
あ
り
、
ト
イ
レ
の

管
理
等
は
県
が
計
画
的
に
行
っ
て
い

る
の
で
強
く
要
望
し
て
い
く
。

【
堂
前
委
員
】Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム※

2

推
進
機
構
負
担
金
の
令
和
２
年
度
実

績
と
内
容
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】

参
加
者
は
１
０
０
名

ほ
ど
。
ケ
ッ
パ
レ
ラ
ン
ド
を

ス
タ
ー
ト
し
て
、
鶯
宿
温
泉

の
駐
車
場
付
近
を
ゴ
ー
ル
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
事
業
を
展
開
し
た
。

※

２ 

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム…

そ
の
土
地
の
気
候
風
土

が
生
ん
だ
食
材
・
習
慣
・
伝
統
・
歴
史

な
ど
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
食
を
楽
し
み
、

そ
の
土
地
の
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
旅
行
に
温
泉
を
プ
ラ
ス
し

た
も
の

【
岩
持
委
員
】
定
住
促
進
住

宅
の
住
環
境
向
上
大
規
模
改

修
工
事
の
事
業
内
容
は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
居
室
の

サ
ッ
シ
の
取
替
え
、二
重
サ
ッ

シ
化
、
換
気
設
備
、
ト
イ
レ
を
温
水

洗
浄
便
座
化
、
浴
室
、
外
付
け
の
ボ

イ
ラ
ー
給
湯
等
設
備
の
改
修
。
平
成

30
年
度
９
戸
、
令
和
元
年
度
と
2
年

度
は
2
戸
。
3
年
度
は
16
戸
予
定
。

令
和
５
年
度
に
終
了
予
定
で
あ
る
。

【
大
村
委
員
】コ
テ
ー
ジ
村
管

理
セ
ン
タ
ー
等
、
管
理
運
営

事
業
の
今
後
は
。

【
農
林
課
長
】
地
域
住
居
者
の

声
を
大
切
に
し
な
が
ら
見
直

し
て
い
く
。

検
討
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
中
学

生
と
高
校
生
と
の
交
流
が
無
い
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
の
取

り
組
み
に
取
り
入
れ
て
い
く
。

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い

て
、
本
町
と
し
て
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
。

「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ※

」

の
開
催
を
昨
年
に
続
き
９
月
に
実
施
予
定
。
ま
た
、

昨
年
よ
り
募
集
規
模
を
広
げ
誘
客
拡
大
を
図
り
た

い
。防

災
無
線
の
在
り
方
に
つ
い
て

防
災
無
線
で
昨
年
12
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
内
容
の
周
知
を
行
わ
な
か
っ
た

理
由
は
。

防
災
無
線
は
、
町
民
に
対
し
て
防
災
に
関
す
る
情
報
、

町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
情
報
な
ど
、
各
種
情
報

を
伝
達
で
き
る
よ
う
管
理
規
定
に
基
づ
き
運
用
し
て

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
県
か
ら
公
表

さ
れ
る
内
容
以
外
提
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
町
民
の
不

安
を
あ
お
る
よ
う
な
周
知
は
行
わ
な
か
っ
た
の
で
ご

理
解
願
い
た
い
。

※

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ…

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

鶯宿温泉への新たな観光客の誘致を期待

省力化が期待されるスマート農業
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基礎学力向上を期待する寺子屋

【
金
子
委
員
】
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
推
進
事
業
の
内
容
は
。

【
教
育
次
長
】
学
校
評
議
員

会
を
発
展
し
、
学
校
に
対
し

て
地
域
の
方
や
保
護
者
の
意
見
を
さ

ら
に
反
映
し
な
が
ら
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
、
地
域
学
校
協
働
活

動
と
い
う
新
し
い
事
業

で
進
め
て
い
く
。

【
幅
委
員
】
子
育

ち
寺
子
屋
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
の
方

向
性
は
。【

教
育
次
長
】
令

和
２
年
度
、
雫

石
小
学
校
の
1
年
生
か

ら
3
年
生
を
対
象
に
雫

石
公
民
館
で
実
施
し

た
。
来
年
度
は
御
明
神

小
学
校
に
拡
充
し
て
い

く
。
今
後
、
地
域
学
校

協
働
活
動
と
の
関
わ
り
や
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
、
児
童
館
と
の

整
合
性
な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
、
子

ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

【
横
手
委
員
】鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー

ツ
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
ま
だ

ま
だ
雫
石
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
と
も
根
付
い
て

い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
定
着
さ
せ
る
の
か
。

【
町
長
】
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

に
つ
い
て
は
県
内
に
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
場
と
い
っ
た
施
設
は
ほ
と

ん
ど
無
い
状
態
。
今
後
、
雫
石
中
学

校
、
雫
石
高
校
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

を
作
る
な
ど
競
技
人
口
を
増
や
し
、

年
配
者
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で

普
及
さ
せ
た
い
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

は
、
子
ど
も
の
運
動
に
す
ご
く
良
い
と

聞
い
て
い
る
。鴬
宿
の
活
性
化
の
た
め
、

こ
の
エ
リ
ア
を
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
く
。

【
坂
下
委
員
】
雫
石
高
校
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
入
学
志
願
者
が
増
え
て
い
る
の

か
事
業
の
検
証
を
す
る
べ
き
で
は
。

【
教
育
長
】
令
和
２
年
度
に

事
業
を
見
直
す
計
画
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
検
討
会
を
開

催
し
、
ど
う
す
れ
ば
中
学
生
に
雫
石

高
校
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
か

【
岡
本
委
員
】
網
張
地
区
専
用

水
道
維
持
補
修
工
事
補
助
金

の
基
準
は
。

【
上
下
水
道
課
長
】
令
和
２
年

度
か
ら
住
民
組
織
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。
支
援
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
修
繕
、
改
修
費
用
の
50
％
を
補

助
す
る
。【

坂
井
委
員
】
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
安
定
化
対
策
事
業
費
補

助
金
の
利
用
状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
。

【
農
林
課
長
】
利
用
者
は
５
名

の
実
績
で
あ
り
、
今
後
の
目

標
は
３
年
以
内
に
和
牛
ヘ
ル
パ
ー
組

合
も
独
立
さ
せ
た
い
。

【
横
手
委
員
】
未
来
へつ

な
ぐ
農
地
再
生
応
援
事

業
費
補
助
金
の
内
訳
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

【
農
林
課
長
】
ス
マ
ー
ト

農
業※

1
関
連
で
ド
ロ
ー

ン
３
基
、
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム

付
田
植
機
１
基
合
計
４
件
で
あ

る
。
機
械
導
入
だ
け
で
な
く
、
基
盤

整
備
も
併
せ
て
考
え
て
い
る
。

※

１ 

ス
マ
ー
ト
農
業…

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技

術
等
の
先
端
技
術
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
農
業

【
坂
井
委
員
】
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
出
品
支
援
事
業
費
補

助
金
の
内
容
は
。

【
農
林
課
長
】
共
進
会
に
向
け
、

指
定
交
配
の
種
つ
け
料
や
肥

育
農
家
に
町
と
J
A
新
い
わ
て
が
支

援
す
る
。【

金
子
委
員
】
旧
上
長
山
小
学

校
諸
委
託
料
の
内
容
と
利
用

者
数
等
の
目
標
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】貸
し
オ
フ
ィ

ス
等
の
整
備
を
４
月
以
降
に

行
い
、
利
用
計
画
等
を
立
て
利
用
事

業
者
の
公
募
を
予
定
し
て
い
る
。

【
徳
田
委
員
】
空
き
店
舗
活
用

事
業
費
補
助
金
を
、
空
き
家

対
策
と
し
て
解
体
費
用
に
活
用
で
き

【
古
舘
委
員
】
令
和
２
年
度
新

規
に
開
園
し
た
に
じ
い
ろ
保

育
園
（
小
規
模
保
育
園
）
は
待
機
児

童
の
解
消
に
つ
な
が
っ
た
か
。

【
子
ど
も
子
育
て

支
援
室
長
】
定

員
１０
人
に
現
在
８
人
の

児
童
が
入
園
し
て
お

り
、
待
機
児
童
を
減
ら

す
こ
と
に
は
大
変
効
果

が
あ
っ
た
。
令
和
３
年

度
の
待
機
児
童
の
状
況

に
つ
い
て
は
現
在
調
整

中
だ
が
、
入
園
申
込
者

数
も
昨
年
よ
り
減
っ
て

い
る
の
で
待
機
児
童
は

少
な
く
な
る
見
込
み
。

【
加
藤
委
員
】
老

人
憩
の
家
に
つ

い
て
、
建
物
が
老
朽
化

し
て
い
る
が
、
町
民
憩
い
の
家
と
合

わ
せ
て
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

【
政
策
推
進
課
長
】
町
民
憩
い

の
家
と
老
人
憩
の
家
の
今
後

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
検
討
し
て

き
た
。
少
し
時
間
は
か
か
る
が
活
用

方
針
を
決
定
し
た
い
。

【
徳
田
委
員
】
出
産
祝
金
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
他
自
治
体

で
は
第
3
子
以
降
に
年
10
万
円
、
7

歳
ま
で
給
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
町
で
も
増
額
の
考
え
は
。

【
政
策
推
進
課
長
】
子
育
て
支

援
は
さ
ま
ざ
ま
他
の
自
治
体

で
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
町
で
も
毎
年

出
生
数
は
減
っ
て
い
る
。
原
因
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
と
思
う
が
、
支
援
策
を
検

討
し
て
い
く
。

【
上
野
委
員
】
健
康
増
進
事
業

に
つ
い
て
、
健
康
台
帳
シ
ス

テ
ム
の
改
修
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
町
民
の
健
康
管
理
は
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ー
タ
を
基
に
一
体
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
改
修
に
な
る
の
か
。

【
健
康
子
育
て
課
長
】
今
回
の

計
上
は
、
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
と

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。
健
康
管

理
に
つ
い
て
は
、
国
で
標
準
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
町
で

も
令
和
３
年
度
よ
り
取
り
組
む
予
定

と
し
て
い
る
。

な
い
か
。【

観
光
商
工
課
長
】
個
人
財
産

に
自
治
体
か
ら
の
支
援
や
補

助
金
を
使
う
こ
と
は
難
し
い
。今
後
、

国
の
補
助
金
制
度
、
町
の
制
度
等
と

の
整
合
性
を
取
り
検
討
す
る
。

【
岡
本
委
員
】
自
然
公
園
等
保

護
管
理
事
業
で
登
山
道
に
ト

イ
レ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
国
立
公

園
地
内
で
あ
り
、
ト
イ
レ
の

管
理
等
は
県
が
計
画
的
に
行
っ
て
い

る
の
で
強
く
要
望
し
て
い
く
。

【
堂
前
委
員
】Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム※

2

推
進
機
構
負
担
金
の
令
和
２
年
度
実

績
と
内
容
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】

参
加
者
は
１
０
０
名

ほ
ど
。
ケ
ッ
パ
レ
ラ
ン
ド
を

ス
タ
ー
ト
し
て
、
鶯
宿
温
泉

の
駐
車
場
付
近
を
ゴ
ー
ル
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
事
業
を
展
開
し
た
。

※

２ 

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム…

そ
の
土
地
の
気
候
風
土

が
生
ん
だ
食
材
・
習
慣
・
伝
統
・
歴
史

な
ど
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
食
を
楽
し
み
、

そ
の
土
地
の
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
旅
行
に
温
泉
を
プ
ラ
ス
し

た
も
の

【
岩
持
委
員
】
定
住
促
進
住

宅
の
住
環
境
向
上
大
規
模
改

修
工
事
の
事
業
内
容
は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
居
室
の

サ
ッ
シ
の
取
替
え
、二
重
サ
ッ

シ
化
、
換
気
設
備
、
ト
イ
レ
を
温
水

洗
浄
便
座
化
、
浴
室
、
外
付
け
の
ボ

イ
ラ
ー
給
湯
等
設
備
の
改
修
。
平
成

30
年
度
９
戸
、
令
和
元
年
度
と
2
年

度
は
2
戸
。
3
年
度
は
16
戸
予
定
。

令
和
５
年
度
に
終
了
予
定
で
あ
る
。

【
大
村
委
員
】コ
テ
ー
ジ
村
管

理
セ
ン
タ
ー
等
、
管
理
運
営

事
業
の
今
後
は
。

【
農
林
課
長
】
地
域
住
居
者
の

声
を
大
切
に
し
な
が
ら
見
直

し
て
い
く
。

検
討
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
中
学

生
と
高
校
生
と
の
交
流
が
無
い
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
の
取

り
組
み
に
取
り
入
れ
て
い
く
。

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い

て
、
本
町
と
し
て
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
。

「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ※

」

の
開
催
を
昨
年
に
続
き
９
月
に
実
施
予
定
。
ま
た
、

昨
年
よ
り
募
集
規
模
を
広
げ
誘
客
拡
大
を
図
り
た

い
。防

災
無
線
の
在
り
方
に
つ
い
て

防
災
無
線
で
昨
年
12
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
内
容
の
周
知
を
行
わ
な
か
っ
た

理
由
は
。

防
災
無
線
は
、
町
民
に
対
し
て
防
災
に
関
す
る
情
報
、

町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
情
報
な
ど
、
各
種
情
報

を
伝
達
で
き
る
よ
う
管
理
規
定
に
基
づ
き
運
用
し
て

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
県
か
ら
公
表

さ
れ
る
内
容
以
外
提
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
町
民
の
不

安
を
あ
お
る
よ
う
な
周
知
は
行
わ
な
か
っ
た
の
で
ご

理
解
願
い
た
い
。

※

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ…

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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令
和
３
年
第
１
回
臨
時
議
会
が

令
和
３
年
２
月
３
日
開
か
れ
、
令

和
２
年
度
雫
石
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）
を
審
議
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

接
種
事
業
費
９
４
４
万
８
０
０
０

円
及
び
除
雪
事
業
費
６
４
０
０
万

円
他
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
金
子
議
員
）
予
防
接
種
時

の
基
礎
疾
患
の
把
握
は
。

予
防
接
種
時
の
問
診
、
予
診

票
で
基
礎
疾
患
を
確
認
す

る
こ
と
を
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

（
上
野
議
員
）
ワ
ク
チ
ン
を

保
管
す
る
フ
リ
ー
ザ
ー
が

無
償
譲
与
さ
れ
る
と
思
う
が
、
管

理
と
薬
品
の
扱
い
の
責
任
は
誰
か
。

具
体
的
な
管
理
方
法
が
今

後
国
か
ら
示
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
に
従
い
な
が
ら
管
理
す
る
。

（
西
田
議
員
）Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
町
内
で
や
る
べ
き
で
は
。

検
査
は
、
か
か
り
つ
け
医
で

対
応
す
る
よ
う
県
、
国
か

ら
通
知
が
来
て
い
る
の
で
、
町
と

し
て
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

【
横
手
委
員
】
消
防
団
員
運

転
免
許
取
得
補
助
金
の
内
容

と
対
象
者
数
は
。

【
防
災
課
長
】
平
成
19
年
、
29

年
の
道
路
交
通
法
の
改
正
で
、

若
い
団
員
が
準
中
型
車
の
ポ
ン
プ
車

を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
。
免
許
取

得
の
必
要
性
が
生
じ
、
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
限
定
解
除
や
準
中
型
免
許
の

取
得
、
準
中
型
５
ト
ン
限
定
解
除
の

費
用
補
助
金
で
、
各
分
団
配
備
の
該

当
車
両
に
絞
っ
て
対
象
団
員
を
支
援

す
る
。
対
象
者
は
10
名
程
度
で
あ
る
。

【
岩
持
委
員
】
人
事
に
お
い
て
、

係
長
制
が
復
活
し
た
よ
う
だ

が
、
町
長
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
何

か
。

【
町
長
】
現
在
、
主
査
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
業
務
確
認
の

部
署
が
少
な
く
、
報
告
が
遅
れ
る
状

況
で
あ
る
。
係
長
の
と
こ
ろ
で
一
回

業
務
確
認
し
、
さ
ら
に
課
長
が
確
認

す
る
よ
う
な
体
制
と
し
、
責
任
感
を

持
た
せ
る
よ
う
な
体
制
と
す
る
。

※

他
に
堂
前
委
員
、
大
村
委
員
が
質

問
し
ま
し
た
。

【
西
田
委
員
】
外
来
植
物
駆
除

業
務
委
託
料
、
自
然
環
境
保

全
作
業
業
務
委
託
料
、
そ
れ
ぞ
れ
駆

除
対
象
と
保
全
対
象
は
。

【
環
境
対
策
室
長
】
駆
除
対
象

は
４
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
。
保
全
対
象
は

長
山
地
区
住
民
に
よ
る
町
有
地
80
ヘ

ク
タ
ー
ル
内
の
希
少
種
の
植
物
を
守
っ

て
い
く
活
動
で
あ
る
。

【
大
村
委
員
】
旧
町
ご
み
焼
却

場
は
、
廃
墟
の
よ
う
な
状
態

な
の
で
解
体
す
る
べ
き
で
は
。

【
環
境
対
策
室
長
】
解
体
に
は

多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る

の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

【
上
野
委
員
】
令
和
４
年
度
か

ら
家
庭
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
一
括
回
収
と
な
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

【
環
境
対
策
室
長
】
詳
細
な

分
類
表
が
ま
だ
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
な
い
。
令
和
３
年
度
示
さ
れ

る
分
類
表
を

見
て
、
ど
の

よ
う
に
処
分

す
る
か
を
町

と
滝
沢
市
と

が
連
携
し
取

り
組
ん
で
い

く
。

【
幅
委
員
】
道
路
除
排
雪
業
務

委
託
料
の
増
額
の
理
由
と
除

雪
に
対
す
る
苦
情
の
窓
口
は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
近
年
の
降

雪
の
実
情
に
合
わ
せ
て
増
額

し
た
。
苦
情
の
窓
口
は
地
域
整
備
課

で
あ
る
。【

岩
持
委
員
】
下
水
道
事
業
出

資
金
の
令
和
３
年
度
の
事
業

内
容
、
今
後
の
予
定
は
。

【
上
下
水
道
課
長
】 延
伸
工
事

は
環
状
雫
石
線
と
鶯
宿
温
泉

線
の
交
差
点
付
近
か
ら
旧
南
畑
小
学

校
ま
で
の
敷
設
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
ま
で
に
完
了
予
定
で
あ

る
。

【
古
舘
委
員
】
街
路
等
整
備
事

業
補
助
金
の
補
助
対
象
と
実

績
は
。
市
街
地
街
路
灯
の
助
成
の
検

討
は
。【

防
災
課
長
】
平
成
23
年
度
か

ら
電
気
料
を
全
額
町
負
担
し

て
い
る
。
補
助
対
象
は
街
路
灯
の
支
柱

塗
装
費
用
で
あ
る
。
令
和
２
年
度
は
実

績
は
な
い
。

駆除しなければならない外来種オオハンゴウソウ

町の安全は一人ひとりの力で
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令
和
３
年
第
１
回
臨
時
議
会
が

令
和
３
年
２
月
３
日
開
か
れ
、
令

和
２
年
度
雫
石
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）
を
審
議
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

接
種
事
業
費
９
４
４
万
８
０
０
０

円
及
び
除
雪
事
業
費
６
４
０
０
万

円
他
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
金
子
議
員
）
予
防
接
種
時

の
基
礎
疾
患
の
把
握
は
。

予
防
接
種
時
の
問
診
、
予
診

票
で
基
礎
疾
患
を
確
認
す

る
こ
と
を
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

（
上
野
議
員
）
ワ
ク
チ
ン
を

保
管
す
る
フ
リ
ー
ザ
ー
が

無
償
譲
与
さ
れ
る
と
思
う
が
、
管

理
と
薬
品
の
扱
い
の
責
任
は
誰
か
。

具
体
的
な
管
理
方
法
が
今

後
国
か
ら
示
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
に
従
い
な
が
ら
管
理
す
る
。

（
西
田
議
員
）Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
町
内
で
や
る
べ
き
で
は
。

検
査
は
、
か
か
り
つ
け
医
で

対
応
す
る
よ
う
県
、
国
か

ら
通
知
が
来
て
い
る
の
で
、
町
と

し
て
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

【
横
手
委
員
】
消
防
団
員
運

転
免
許
取
得
補
助
金
の
内
容

と
対
象
者
数
は
。

【
防
災
課
長
】
平
成
19
年
、
29

年
の
道
路
交
通
法
の
改
正
で
、

若
い
団
員
が
準
中
型
車
の
ポ
ン
プ
車

を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
。
免
許
取

得
の
必
要
性
が
生
じ
、
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
限
定
解
除
や
準
中
型
免
許
の

取
得
、
準
中
型
５
ト
ン
限
定
解
除
の

費
用
補
助
金
で
、
各
分
団
配
備
の
該

当
車
両
に
絞
っ
て
対
象
団
員
を
支
援

す
る
。
対
象
者
は
10
名
程
度
で
あ
る
。

【
岩
持
委
員
】
人
事
に
お
い
て
、

係
長
制
が
復
活
し
た
よ
う
だ

が
、
町
長
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
何

か
。

【
町
長
】
現
在
、
主
査
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
業
務
確
認
の

部
署
が
少
な
く
、
報
告
が
遅
れ
る
状

況
で
あ
る
。
係
長
の
と
こ
ろ
で
一
回

業
務
確
認
し
、
さ
ら
に
課
長
が
確
認

す
る
よ
う
な
体
制
と
し
、
責
任
感
を

持
た
せ
る
よ
う
な
体
制
と
す
る
。

※

他
に
堂
前
委
員
、
大
村
委
員
が
質

問
し
ま
し
た
。

【
西
田
委
員
】
外
来
植
物
駆
除

業
務
委
託
料
、
自
然
環
境
保

全
作
業
業
務
委
託
料
、
そ
れ
ぞ
れ
駆

除
対
象
と
保
全
対
象
は
。

【
環
境
対
策
室
長
】
駆
除
対
象

は
４
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
。
保
全
対
象
は

長
山
地
区
住
民
に
よ
る
町
有
地
80
ヘ

ク
タ
ー
ル
内
の
希
少
種
の
植
物
を
守
っ

て
い
く
活
動
で
あ
る
。

【
大
村
委
員
】
旧
町
ご
み
焼
却

場
は
、
廃
墟
の
よ
う
な
状
態

な
の
で
解
体
す
る
べ
き
で
は
。

【
環
境
対
策
室
長
】
解
体
に
は

多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る

の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

【
上
野
委
員
】
令
和
４
年
度
か

ら
家
庭
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
一
括
回
収
と
な
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

【
環
境
対
策
室
長
】
詳
細
な

分
類
表
が
ま
だ
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
な
い
。
令
和
３
年
度
示
さ
れ

る
分
類
表
を

見
て
、
ど
の

よ
う
に
処
分

す
る
か
を
町

と
滝
沢
市
と

が
連
携
し
取

り
組
ん
で
い

く
。

【
幅
委
員
】
道
路
除
排
雪
業
務

委
託
料
の
増
額
の
理
由
と
除

雪
に
対
す
る
苦
情
の
窓
口
は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
近
年
の
降

雪
の
実
情
に
合
わ
せ
て
増
額

し
た
。
苦
情
の
窓
口
は
地
域
整
備
課

で
あ
る
。【

岩
持
委
員
】
下
水
道
事
業
出

資
金
の
令
和
３
年
度
の
事
業

内
容
、
今
後
の
予
定
は
。

【
上
下
水
道
課
長
】 延
伸
工
事

は
環
状
雫
石
線
と
鶯
宿
温
泉

線
の
交
差
点
付
近
か
ら
旧
南
畑
小
学

校
ま
で
の
敷
設
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
ま
で
に
完
了
予
定
で
あ

る
。

【
古
舘
委
員
】
街
路
等
整
備
事

業
補
助
金
の
補
助
対
象
と
実

績
は
。
市
街
地
街
路
灯
の
助
成
の
検

討
は
。【

防
災
課
長
】
平
成
23
年
度
か

ら
電
気
料
を
全
額
町
負
担
し

て
い
る
。
補
助
対
象
は
街
路
灯
の
支
柱

塗
装
費
用
で
あ
る
。
令
和
２
年
度
は
実

績
は
な
い
。

駆除しなければならない外来種オオハンゴウソウ

町の安全は一人ひとりの力で

AA A 主
な
質
疑

安答

総括答
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安答

令和３年第２回雫石町議会定例会｜議決結果等一覧	 会期：2月25日（木）～3月17日（水）

令和３年第１回雫石町議会臨時会｜議決結果等一覧	 会期：２月３日（水）

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

加
藤
眞
純

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

上
野
三
四
二

坂
下
栄
一

議
決
結
果

議 案
第 3 号 雫石町介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第 6 号 令和２年度雫石町一般会計補正予算（第 10号） ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第 7 号 令和２年度雫石町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第 8 号 令和２年度雫石町御明神財産区特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第10号 令和２年度雫石町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第11号

令和２年度雫石町介護保険介護サービス事業勘定特別会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第12号 令和２年度雫石町立雫石診療所特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第13号 令和２年度雫石町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第16号 令和３年度雫石町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第17号 令和３年度雫石町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第18号 令和３年度雫石町御明神財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 可

決
議 案
第20号 令和３年度雫石町介護保険事業勘定特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第21号 令和３年度雫石町介護保険介護サービス事業勘定特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第22号 令和３年度雫石町立雫石診療所特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 可

決
議 案
第23号 令和３年度雫石町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

議 案
第30号

公の施設の指定管理者の指定に関し議決を求めることについて
（雫石銀河ステーション（農林産物直売・食材提供供給施設（レ
ストラン）））

○ ○ ○ ○ ○ − − ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 可
決

（追加）
議 案
第32号

令和２年度雫石町一般会計補正予算（第 11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※前田議長は採決には加わりません。

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

加
藤
眞
純

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

上
野
三
四
二

坂
下
栄
一

議
決
結
果

議 案
第 1 号 令和２年度雫石町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※前田議長は採決には加わりません。

議決結果等一覧

★その他の承認、議案、同意については、全議員が賛成いたしました。
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令
和
３
年
３
月
議
会
定
例
会
は
、
２

月
25
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
21
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
承
認
１
件
、
条
例

５
件
、
予
算
21
件
、
契
約
１
件
、
そ
の

他
17
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
予
算
特
別
委
員
会
（
委

員
長=

杉
澤
敏
明
、
副
委
員
長=

徳

田
幸
男
）
は
、
10
件
の
当
初
予
算
を
審

議
し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
、
13
人
が
登
壇

し
、
町
民
の
た
め
に
適
切
な
町
政
運
営

が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
町
当
局
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和3年度当初予算

会計名 予算額（対前年比）

合　計 １６３億７,１９９万７千円
（１１億９５１万２千円増）

一般会計 99億９,０００万０千円
（８億２,５００万０千円増）

国民健康保険
特別会計

１８億２,１００万０千円
（１億２,１００万０千円増）

御明神財産区
特別会計

１,４１３万２千円
（８６万６千円増）

簡易水道事業
特別会計

１,５５０万８千円
（８４万１千円減）

介護保険事業勘定
特別会計

１９億８,１２０万１千円
（１,８４８万２千円増）

介護保険
介護サービス

事業勘定特別会計
９９８万６千円

（５８万８千円増）

雫石町立雫石診療所
特別会計

３億７,９３９万９千円
（２,９１６万４千円減）

後期高齢者医療
特別会計

１億８,６００万０千円
（１,１００万０千円増）

水道事業会計 ６億１,５８２万９千円
（８,７２３万４千円増）

下水道事業会計 １３億５,８９４万２千円
（７,５３４万７千円増）

七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

運
営
は
、
今
ま
で
指
定
管
理
者
が

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
指
定
管
理

者
の
団
体
が
撤
退
す
る
こ
と
に

伴
っ
て
、
町
が
直
営
で
管
理
運
営

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

定
住
促
進
住
宅
に
入
居
す
る
時

は
、
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
し
た

が
、
家
賃
債
務
保
証
業
者
と
契
約

す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
帯
保
証
人

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

狭
小
で
危
険
な
昇
瀬
橋
の
工
事

が
令
和
３
年
か
ら
５
年
ま
で
の
３

年
間
、
総
額
８
億
９
千
万
円
の
工

事
費
で
行
わ
れ
、
大
規
模
災
害
時

の
避
難
路
、
う
回
路
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

旧
南
畑
小
学
校
は
、
町
が
進
め

る
「
鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

構
想
」
実
現
の
た
め
、
県
内
随
一

の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
へ
向
け
て
設

計
が
始
ま
り
ま
す
。
鶯
宿
温
泉
エ

リ
ア
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
町
は
地
方
債
の
年
度
末
残
高
は

少
な
く
な
っ
て
い
く
の
が
望
ま
し

い
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年

増
え
続
け
て
い
る
。
他
に
も
農
業

問
題
、
国
民
健
康
保
険
制
度
、
介

護
保
険
制
度
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
、
雫
石
診
療
所
に
も
問
題
が

あ
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
町
の

課
題
解
決
や
感
染
症
・
経
済
対
策

な
ど
に
取
り
組
み
、
町
民
の
生
活

や
生
業
を
守
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
予
算
で
あ
る
。

（
他
に
、
大
村
昭
東
議
員
が
賛
成

討
論
し
ま
し
た
）

○
雫
石
町
農
村
資
源
活
用
施
設

（
そ
ば
打
ち
体
験
施
設
等
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ル
・
カ
ネ
ー

ジ
ュ
雫
石
（
理
事
長
　
小
志
戸
前

和
夫
）
に
継
続
（
指
定
期
間
４
年

間
）

○
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　（売
店
・
広
場
・
駐
車
場
）

(

株)

し
ず
く
い
し
（
代
表
取
締
役

　
大
橋
良
二
）
に
継
続
（
指
定
期

間
２
年
間
）

○
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　（レ
ス
ト
ラ
ン
）

(

有)

ビ
ー・ロ
ッ
ク
（
代
表
取
締
役

幅
秀
哉
）
に
継
続
（
指
定
期
間
２

年
間
）

○
七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

(

株)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
し
ず

く
い
し
（
代
表
取
締
役
　
小
志
戸

前
惠
悟
）
の
指
定
期
間
を
変
更

（
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
と
す

る
）

氏
名
：
階
　
研
太 

氏

行
政
区
：
中
町
一

任
期
：
令
和
３
年
３
月
18
日
か
ら
令

和
７
年
３
月
17
日
ま
で
の
４
年
間

氏
名
：
阿
部
直
樹 

氏
（
再
任
）

行
政
区
：
安
庭

氏
名
：
鈴
木
　
豊 

氏
（
新
任
）

行
政
区
：
晴
山

3月定例会のあらましこ
こ
が
変
わ
る

討
論
要
旨

指
定
管
理

同
意

町
の
借
金
が

減
っ
て
き
て

い
な
い
の
で

反
対

【
西
田
征
洋
議
員
】

町
の
課
題
解
決
や

感
染
症
対
策

な
ど
に
取
り
組
む

賛
成

【
杉
澤
敏
明
議
員
】

借りやすくなった定住促進住宅

待望の架け替え工事が進められる昇瀬橋

堂屋　剛

松ノ木睦男

細川　仁

木村　正美

八丁野よし子

坂下千枝子

どう や つよし

まつ の むつき お

ほそかわ ひとし

き むら まさ み

はっちょうの こ

さかした えち こ

氏名（敬称略） 行政区 再任新任の別

まがき

上和野

元御所

下町一・二

八丁野

中沼

新任

新任

新任

新任

再任
４期目
再任
３期目

岡森喜与一

山崎　忍

新田　善男

山本　長栄

舛澤　誠一

－

もり よ

ざき しのぶ

た よし

もと ちょうえい

ざわ

おか

やま

にっ

やま

ます

き かず

お

せいいち

氏名（敬称略） 行政区 再任新任の別

七区

鴬宿

天戸

篠崎

桝沢

－

新任

新任

－

再任
４期目

再任
３期目

再任
２期目

建て替えが始まる第５分団第５部屯所

し
なあ

べ
な
お
き

す
ず
き

ゆ
た
か

け
ん
た
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令
和
３
年
３
月
議
会
定
例
会
は
、
２

月
25
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
21
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
承
認
１
件
、
条
例

５
件
、
予
算
21
件
、
契
約
１
件
、
そ
の

他
17
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
予
算
特
別
委
員
会
（
委

員
長=

杉
澤
敏
明
、
副
委
員
長=

徳

田
幸
男
）
は
、
10
件
の
当
初
予
算
を
審

議
し
、
全
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
、
13
人
が
登
壇

し
、
町
民
の
た
め
に
適
切
な
町
政
運
営

が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
町
当
局
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和3年度当初予算

会計名 予算額（対前年比）

合　計 １６３億７,１９９万７千円
（１１億９５１万２千円増）

一般会計 99億９,０００万０千円
（８億２,５００万０千円増）

国民健康保険
特別会計

１８億２,１００万０千円
（１億２,１００万０千円増）

御明神財産区
特別会計

１,４１３万２千円
（８６万６千円増）

簡易水道事業
特別会計

１,５５０万８千円
（８４万１千円減）

介護保険事業勘定
特別会計

１９億８,１２０万１千円
（１,８４８万２千円増）

介護保険
介護サービス

事業勘定特別会計
９９８万６千円

（５８万８千円増）

雫石町立雫石診療所
特別会計

３億７,９３９万９千円
（２,９１６万４千円減）

後期高齢者医療
特別会計

１億８,６００万０千円
（１,１００万０千円増）

水道事業会計 ６億１,５８２万９千円
（８,７２３万４千円増）

下水道事業会計 １３億５,８９４万２千円
（７,５３４万７千円増）

七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

運
営
は
、
今
ま
で
指
定
管
理
者
が

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
指
定
管
理

者
の
団
体
が
撤
退
す
る
こ
と
に

伴
っ
て
、
町
が
直
営
で
管
理
運
営

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

定
住
促
進
住
宅
に
入
居
す
る
時

は
、
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
し
た

が
、
家
賃
債
務
保
証
業
者
と
契
約

す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
帯
保
証
人

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

狭
小
で
危
険
な
昇
瀬
橋
の
工
事

が
令
和
３
年
か
ら
５
年
ま
で
の
３

年
間
、
総
額
８
億
９
千
万
円
の
工

事
費
で
行
わ
れ
、
大
規
模
災
害
時

の
避
難
路
、
う
回
路
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

旧
南
畑
小
学
校
は
、
町
が
進
め

る
「
鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

構
想
」
実
現
の
た
め
、
県
内
随
一

の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
へ
向
け
て
設

計
が
始
ま
り
ま
す
。
鶯
宿
温
泉
エ

リ
ア
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
町
は
地
方
債
の
年
度
末
残
高
は

少
な
く
な
っ
て
い
く
の
が
望
ま
し

い
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年

増
え
続
け
て
い
る
。
他
に
も
農
業

問
題
、
国
民
健
康
保
険
制
度
、
介

護
保
険
制
度
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
、
雫
石
診
療
所
に
も
問
題
が

あ
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
町
の

課
題
解
決
や
感
染
症
・
経
済
対
策

な
ど
に
取
り
組
み
、
町
民
の
生
活

や
生
業
を
守
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
予
算
で
あ
る
。

（
他
に
、
大
村
昭
東
議
員
が
賛
成

討
論
し
ま
し
た
）

○
雫
石
町
農
村
資
源
活
用
施
設

（
そ
ば
打
ち
体
験
施
設
等
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ル
・
カ
ネ
ー

ジ
ュ
雫
石
（
理
事
長
　
小
志
戸
前

和
夫
）
に
継
続
（
指
定
期
間
４
年

間
）

○
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　（売
店
・
広
場
・
駐
車
場
）

(

株)

し
ず
く
い
し
（
代
表
取
締
役

　
大
橋
良
二
）
に
継
続
（
指
定
期

間
２
年
間
）

○
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　（レ
ス
ト
ラ
ン
）

(

有)

ビ
ー・ロ
ッ
ク
（
代
表
取
締
役

幅
秀
哉
）
に
継
続
（
指
定
期
間
２

年
間
）

○
七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

(

株)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
し
ず

く
い
し
（
代
表
取
締
役
　
小
志
戸

前
惠
悟
）
の
指
定
期
間
を
変
更

（
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
と
す

る
）

氏
名
：
階
　
研
太 

氏

行
政
区
：
中
町
一

任
期
：
令
和
３
年
３
月
18
日
か
ら
令

和
７
年
３
月
17
日
ま
で
の
４
年
間

氏
名
：
阿
部
直
樹 

氏
（
再
任
）

行
政
区
：
安
庭

氏
名
：
鈴
木
　
豊 

氏
（
新
任
）

行
政
区
：
晴
山

3月定例会のあらましこ
こ
が
変
わ
る

討
論
要
旨

指
定
管
理

同
意

町
の
借
金
が

減
っ
て
き
て

い
な
い
の
で

反
対

【
西
田
征
洋
議
員
】

町
の
課
題
解
決
や

感
染
症
対
策

な
ど
に
取
り
組
む

賛
成

【
杉
澤
敏
明
議
員
】

借りやすくなった定住促進住宅

待望の架け替え工事が進められる昇瀬橋

堂屋　剛

松ノ木睦男

細川　仁

木村　正美

八丁野よし子

坂下千枝子

どう や つよし

まつ の むつき お

ほそかわ ひとし

き むら まさ み

はっちょうの こ

さかした えち こ

氏名（敬称略） 行政区 再任新任の別

まがき

上和野

元御所

下町一・二

八丁野

中沼

新任

新任

新任

新任

再任
４期目
再任
３期目

岡森喜与一

山崎　忍

新田　善男

山本　長栄

舛澤　誠一

－

もり よ

ざき しのぶ

た よし

もと ちょうえい

ざわ

おか

やま

にっ

やま

ます

き かず

お

せいいち

氏名（敬称略） 行政区 再任新任の別

七区

鴬宿

天戸

篠崎

桝沢

－

新任

新任

－

再任
４期目

再任
３期目

再任
２期目

建て替えが始まる第５分団第５部屯所

し
なあ

べ
な
お
き

す
ず
き

ゆ
た
か

け
ん
た
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ここが
聞きたい

町政を問う
13議員が質問

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況

は
ど
う
か
。

令
和
元
年
度
は
具
体
的
な
相
談
対
応
件
数
35

件
、
ブ
ー
ス
見
学
件
数
２
９
２
５
件
と
な
っ

て
い
る
。

コ
テ
ー
ジ
む
ら
の
現
状
と
今
後
の
展
開
は

新
規
就
農
者
向
け
農
地
付
き
宅
地
分
譲
地
で

あ
る
コ
テ
ー
ジ
む
ら
の
、
現
状
と
今
後
の
整

備
開
発
は
。

95
区
画
の
販
売
計
画
の
う
ち
13
区
画
の
販
売

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
以
降
は
販

売
の
実
績
が
な
い
。
今
後
は
、
県
主
導
の
も
と
、
町
、

農
業
公
社
、
地
元
住
民
の
4
者
が
連
携
し
、
新
た
な

展
開
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

新
防
災
マ
ッ
プ
の
配
布
は

町
民
へ
の
新
防
災
マ
ッ
プ
の
配
布
予
定
は
。

新
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
出
水
期
前
を

め
ど
に
全
戸
配
布
す
る
。
各
自
主
防
災
組
織

で
実
施
す
る
避
難
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動
に
活
用
し
、

防
災
情
報
の
周
知
に
努
め
る
。

　
　令
和
元
年
度
の
相
談

対
応
件
数
は
35
件

一般質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

10
ページ

質問者／岡本忠美 議員
おか もと ただ み

12
ページ

質問者／幅　秀哉 議員
はば ひで や

12
ページ

質問者／坂井尚樹 議員
さか い なお き

12
ページ

質問者／杉澤敏明 議員
すぎ さわ とし あき

14
ページ

質問者／堂前義信 議員
どう ぜん よし のぶ

14
ページ

質問者／西田征洋 議員
にし だ まさ ひろ

16
ページ

14
ページ

質問者／金子一男 議員
かね こ かず お

質問者／上野三四二 議員
のうわ み よ じ

16
ページ

質問者／徳田幸男 議員
とく た ゆき お

16
ページ

質問者／古舘謙護 議員
ふる だて けん ご

18
ページ

質問者／岩持清美 議員
いわ もち きよ み

18
ページ

質問者／加藤眞純 議員
か とう ま すみ

18
ページ

質問者／大村昭東 議員
おお むらしょうとう

※スマート自治体…業務のデジタル化により効率的に行政サービスを
　提供する自治体のこと

※テレワーク…情報通信技術を活用した、
　場所と時間にとらわれない柔軟な働き方

AAA 町  

長
避難訓練は
何回やってもいい
ことよ。災害は忘れ
た頃にやってくる。

4者が協力し販売方法を検討するコテージむら農場
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こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
を
問
う 

　
　よ
り
厳
し
い  

　
　
　

環
境
と
な
る
こ
と
を
危
惧

農
家
経
営
を
強
化
す
る
た
め
、
農
業
の
形
態

を
変
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
が
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

人
口
減
少
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
今

後
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、

農
家
経
営
が
よ
り
厳
し
い
環
境
と
な
る
も
の
と
危
惧

し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
、
生

産
コ
ス
ト
の
削
減
と
作
業
効
率
向
上
を
目
指
し
た
圃

場
整
備
の
立
ち
上
げ
に
、
地
域
の
農
業
者
及
び
土
地

改
良
区
と
連
携
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

現
状
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
有
効
活
用

し
、
新
た
な
品
種
へ
の
取
り
組
み
や
冬
季
の
ハ

ウ
ス
活
用
策
は
。

産
直
組
合
員
に
よ
る
冬
季
の
春
菊
の
栽
培
に

試
行
的
に
取
り
組
み
、
東
京
都
内
の
惣
菜
業

者
へ
出
荷
を
行
っ
た
。
新
た
な
作
物
へ
の
取
り
組
み

や
、
冬
季
の
育
苗
ハ
ウ
ス
や
園
芸
ハ
ウ
ス
の
有
効
活

用
も
視
野
に
入
れ
、
農
業
者
の
所
得
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

児
童
、
生
徒
の
日
常
の
変
化
や
環
境
変
化
に

よ
る
精
神
面
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
十
分
に
取

ら
れ
て
い
る
か
。

令
和
２
年
度
実
施
し
た
学
校
ア
ン
ケ
ー
ト
、

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
観
察
」
等
の
諸
調
査
や

各
学
校
の
教
員
に
よ
る
子
ど
も
の
見
取
り
状
況
等
か

ら
、
町
内
の
小
中

学
校
に
お
い
て

は
、
過
分
な
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い

る
児
童
、
生
徒
は

い
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

や
経
済
対
策
に
取
り
組
む

令
和
３
年
度
予
算
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
収
束

後
を
見
据
え
た
予
算
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

位
置
づ
け
た
か
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
税
収
の
ほ

か
各
譲
与
税
や
交
付
金
の
大
幅
な
減
収
が
見

込
ま
れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
歳
出
や
事
業

を
削
減
す
る
こ
と
な
く
感
染
症
対
策
や
経
済
対
策
に

取
り
組
む
。

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
大
型
観
光
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
取
り
組
み
は

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
。

「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
の
開
催
を
令
和
２
年
に
続
き
９
月
に

実
施
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
募
集
規
模
を

広
げ
誘
客
拡
大
を
図
り
た
い
。

防
災
無
線
の
利
用
基
準
は

令
和
２
年
12
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
内
容
の
周
知
を
防
災
無

線
で
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
な
ぜ
か
。

防
災
無
線
は
、
町
民
に
対
し
て
防
災
に
関
す

る
情
報
、
安
全
を
守
る
た
め
な
ど
、
各
種
情

報
を
伝
達
で
き
る
よ
う
管
理
運
用
規
程
に
基
づ
い
て

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
情
報
は
、
県
か

ら
公
表
さ
れ
る

内
容
以
外
提
供

さ
れ
て
お
ら

ず
、
町
民
の
不

安
を
あ
お
る
よ

う
な
周
知
は
行

わ
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
大
幅
な
税
収
の
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
予
算
の

重
点
事
業
の
主
な
も
の
は
何
か
。

重
点
事
業
は
橋
梁
新
設
改
良
事
業
の
昇
瀬
橋

架
け
替
え
工
事
で
令
和
５
年
度
ま
で
の
継
続

事
業
で
あ
る
。次
に
、道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
の
改
修
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
個
別
予

防
接
種
、
町
消
防
団
第
５
分
団
第
５
部
屯
所
建
設
工

事
、
旧
南
畑
小
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
射
場
整
備
設
計

委
託
料
で
あ
る
。

観
光
地
域
づ
く
り
組
織（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）の

取
り
組
み
は

（
仮
）
第
三
次
雫
石
町
観
光
・
交
流
活
性
化
行

動
計
画（
案
）に「
観
光
地
域
づ
く
り
組
織（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
の
設
置
を
優
先
し
て
進
め
る
」
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
う
進
め
る
の
か
。

ま
ず
、「
し
ず
く
い
し
観
光
協
会
」
と
「
鶯
宿

温
泉
観
光
協
会
」
の
統
合
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
合
意
形
成
を
進
め
、
令
和

３
年
度
に
登
録
を
目
指
す
。

鶯
宿
温
泉
エ
リ
ア
の
再
活
性
化
は

「
鶯
宿
温
泉
エ
リ
ア
の
観
光
地
域
づ
く
り
へ

の
参
画
に
よ
る
運
営
体
制
を
強
化
す
る
」
と

あ
る
が
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

令
和
２
年
度
か
ら
鶯
宿
温
泉
に
関
わ
る
宿
泊

事
業
者
や
関
係
団
体
、
地
域
住
民
な
ど
に
よ

る
「
鶯
宿
温
泉
を
語
る
会
」
を
設
置
し
、
協
議
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
内
容

を
踏
ま
え
て
、
温
泉
と

エ
リ
ア
の
魅
力
を
活
か

し
た
誘
客
の
促
進
、
温

泉
地
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
整
備
等
に
取
り
組

む
。

　
　昇
瀬
橋
の
架
け
替
え
、

道
の
駅
の
改
修
な
ど

AAA 町  

長
雪もとけた
さあ、でっかいたんぼで、
でっかい夢ある農業を
若者の出番だ

AAA

AAA

町  

長
東北DCが盛り上
がり、町の経済回
復の起爆剤になる
ことを願います

町  

長
観光振興には、観
光地域づくり法人
（ＤＭＯ）の構築が
不可欠だ

山といで湯のまち しずくいし 鶯宿温泉

大型観光キャンペーンで誘客を期待している

活用を期待したいビニールハウス
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や

各
学
校
の
教
員
に
よ
る
子
ど
も
の
見
取
り
状
況
等
か

ら
、
町
内
の
小
中

学
校
に
お
い
て

は
、
過
分
な
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い

る
児
童
、
生
徒
は

い
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

や
経
済
対
策
に
取
り
組
む

令
和
３
年
度
予
算
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
収
束

後
を
見
据
え
た
予
算
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

位
置
づ
け
た
か
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
税
収
の
ほ

か
各
譲
与
税
や
交
付
金
の
大
幅
な
減
収
が
見

込
ま
れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
歳
出
や
事
業

を
削
減
す
る
こ
と
な
く
感
染
症
対
策
や
経
済
対
策
に

取
り
組
む
。

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
大
型
観
光
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
取
り
組
み
は

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
。

「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
の
開
催
を
令
和
２
年
に
続
き
９
月
に

実
施
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
募
集
規
模
を

広
げ
誘
客
拡
大
を
図
り
た
い
。

防
災
無
線
の
利
用
基
準
は

令
和
２
年
12
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
内
容
の
周
知
を
防
災
無

線
で
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
な
ぜ
か
。

防
災
無
線
は
、
町
民
に
対
し
て
防
災
に
関
す

る
情
報
、
安
全
を
守
る
た
め
な
ど
、
各
種
情

報
を
伝
達
で
き
る
よ
う
管
理
運
用
規
程
に
基
づ
い
て

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
情
報
は
、
県
か

ら
公
表
さ
れ
る

内
容
以
外
提
供

さ
れ
て
お
ら

ず
、
町
民
の
不

安
を
あ
お
る
よ

う
な
周
知
は
行

わ
な
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
大
幅
な
税
収
の
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
予
算
の

重
点
事
業
の
主
な
も
の
は
何
か
。

重
点
事
業
は
橋
梁
新
設
改
良
事
業
の
昇
瀬
橋

架
け
替
え
工
事
で
令
和
５
年
度
ま
で
の
継
続

事
業
で
あ
る
。次
に
、道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
の
改
修
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
個
別
予

防
接
種
、
町
消
防
団
第
５
分
団
第
５
部
屯
所
建
設
工

事
、
旧
南
畑
小
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
射
場
整
備
設
計

委
託
料
で
あ
る
。

観
光
地
域
づ
く
り
組
織（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）の

取
り
組
み
は

（
仮
）
第
三
次
雫
石
町
観
光
・
交
流
活
性
化
行

動
計
画（
案
）に「
観
光
地
域
づ
く
り
組
織（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
の
設
置
を
優
先
し
て
進
め
る
」
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
う
進
め
る
の
か
。

ま
ず
、「
し
ず
く
い
し
観
光
協
会
」
と
「
鶯
宿

温
泉
観
光
協
会
」
の
統
合
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
合
意
形
成
を
進
め
、
令
和

３
年
度
に
登
録
を
目
指
す
。

鶯
宿
温
泉
エ
リ
ア
の
再
活
性
化
は

「
鶯
宿
温
泉
エ
リ
ア
の
観
光
地
域
づ
く
り
へ

の
参
画
に
よ
る
運
営
体
制
を
強
化
す
る
」
と

あ
る
が
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

令
和
２
年
度
か
ら
鶯
宿
温
泉
に
関
わ
る
宿
泊

事
業
者
や
関
係
団
体
、
地
域
住
民
な
ど
に
よ

る
「
鶯
宿
温
泉
を
語
る
会
」
を
設
置
し
、
協
議
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
内
容

を
踏
ま
え
て
、
温
泉
と

エ
リ
ア
の
魅
力
を
活
か

し
た
誘
客
の
促
進
、
温

泉
地
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
の
整
備
等
に
取
り
組

む
。

　
　昇
瀬
橋
の
架
け
替
え
、

道
の
駅
の
改
修
な
ど

AAA 町  

長
雪もとけた
さあ、でっかいたんぼで、
でっかい夢ある農業を
若者の出番だ

AAA

AAA

町  

長
東北DCが盛り上
がり、町の経済回
復の起爆剤になる
ことを願います

町  

長
観光振興には、観
光地域づくり法人
（ＤＭＯ）の構築が
不可欠だ

山といで湯のまち しずくいし 鶯宿温泉

大型観光キャンペーンで誘客を期待している

活用を期待したいビニールハウス
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こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
を
問
う 

　
　
旧
上
小
を
環
境
整
備
、

民
間
施
設
の
整
備
も
支
援

テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
推
進
に
取
り
組
む
自
治
体

が
増
加
し
て
い
る
が
、
町
の
取
り
組
み
は
。

企
業
誘
致
と
移
住
定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
、

旧
上
長
山
小
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備
す

る
。
ま
た
民
間
施
設
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン※

環
境
の
整

備
を
支
援
す
る
。

生
活
保
護
者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
は

生
活
保
護
者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
の
受
給
者
は
、
高
齢
者
世
帯
が
多
い
こ
と

か
ら
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
。
生
活
保
護
受
給

後
の
生
活
に
つ
い
て
も
支
援
を
す
る
。

女
性
農
業
者
の
現
状
と
支
援
策
は

ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
進
展
に
伴
い
女
性
農
業

者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
に

有
効
と
思
う
が
、
女
性
農
業
者
の
現
状
と
支
援
策
は

ど
う
か
。認

定
農
業
者
は
、
夫
婦
で
の
共
同
認
定
が
増

え
て
き
て
い
る
。
農
業
用
機
械
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
や
出
荷
作
業
、
経
理
な
ど
、
多
く
の
女
性
農
業

者
が
活
躍
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
を
継
続
支
援
す
る
。

※
 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン…

観
光
地
や
帰
省
先
な
ど
、自
宅
以
外
の
休
暇
先
で
仕
事
を
す

る
こ
と

　
　
相
談
件
数
が   

　
　

増
加
す
る
こ
と
を
予
想

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活
保
護
対
策
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
町
の
生
活
保
護
受
給

世
帯
の
動
向
は
。

令
和
３
年
１
月
末
現
在
の
町
内
生
活
保
護
世

帯
数
は
１
０
３
世
帯
、
受
給
人
数
は
１
１
９

人
と
な
っ
て
い
る
。
受
給
世
帯
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
末
は
94
世
帯
１
１
１
人
、
令
和
元
年
度

末
は
99
世
帯
１
１
２
人
で
、
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

全
体
の
約
73
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
。

扶
養
照
会
は
続
け
る
の
か
。

生
活
保
護
を
申
請
し
た
場
合
、
収
入
や
資
産

の
状
況
等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
親
族
に

対
し
て
申
請
者
に
援
助
で
き
る
か
を
問
い
合
わ
せ
る

「
扶
養
照
会
」
を
行
う
。

畜
産
農
家
へ
の
町
の
応
援
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
、肥
育
農
家
、

繁
殖
農
家
、
酪
農
家
へ
の
支
援
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。肥

育
農
家
に
は
、「
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

緊
急
支
援
事
業
」、
肥
育
素
牛
の
導
入
に
対

す
る
「
肉
用
牛
振
興
対
策
緊
急
支
援
事
業
」
の
経
営

継
続
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
繁
殖
農
家
に
対
し
て

は
、「
繁
殖
農
家
の
経
営
基
盤
の
強
化
」
と
、
雫
石
牛

の
産
地
と
し
て
の
「
和
牛
繁
殖
基
盤
の
強
化
」
を
目

指
し
、
支
援
し
て

い
る
。
酪
農
家
に

つ
い
て
は
、
乳
価

の
推
移
や
生
産
費

な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
た
結
果
、

現
在
の
と
こ
ろ
町

と
し
て
の
支
援
は

行
っ
て
い
な
い
。

町
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
と
実
施
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
は
国
か
ら
の
発
表
と

し
て
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
始
め
、
そ

の
後
は
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
、
高
齢
者
施
設
等
の

従
事
者
、
60
歳
か
ら
64
歳
の
者
、
16
歳
以
上
の
者
と

優
先
順
位
が
示
さ
れ
て
い
る
。
接
種
時
期
を
見
定
め

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か

に
接
種
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
機
関
と
協

議
し
て
い
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル※

1

」へ
の

取
り
組
み
状
況
は

地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
が
動
き
出
し
て
い
る
が
町
の
取

り
組
み
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
地
域
学
校
協
働
活
動※

2
」
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
雫
石
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
目
指
す
。

I
C
T
教
育※

3

の
状
況
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
教
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
モ
デ

ル
授
業
な
ど
を
含
め
た
準
備
状
況
は
。

町
の
目
指
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
理
念
、
導
入
す

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た

授
業
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
ス

ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

※

１ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル…

保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、地
域
住
民
が
学
校
運
営
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み

※

２ 

地
域
学
校
協
働
活
動…

幅
広
い
地
域
住
民
等
の
参
画
を
得
て
、「
学
校
を
核
と

し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
」、地
域
と
学
校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働

し
て
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

※

３ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育…

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育
手
法

　
　
速
や
か
に
接
種
で
き
る

よ
う
医
療
機
関
と
調
整
中

AAA 町  

長
議会改革の一環、議
会だよりの紙面が大
胆に変化。さらに良い
広報誌目指します

AAA

AAA

町  

長
生活保護の給付率は
全国的に受給資格者
の１～２割程度とい
われていますヨネ

町  

長
コロナで町民委縮
している、新たな協
働の町づくりが必
要だ

Wi-Fiが整備される旧上長山小学校

コロナ禍での対策も着実に

雫石診療所に設置されたディープフリーザー
（超低温冷凍庫）
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民
間
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援

テ
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住
推
進
に
取
り
組
む
自
治
体

が
増
加
し
て
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る
が
、
町
の
取
り
組
み
は
。

企
業
誘
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と
移
住
定
住
の
促
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を
図
る
た
め
、

旧
上
長
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小
の
無
線
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環
境
を
整
備
す

る
。
ま
た
民
間
施
設
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
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ン※

環
境
の
整

備
を
支
援
す
る
。

生
活
保
護
者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
は

生
活
保
護
者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
の
受
給
者
は
、
高
齢
者
世
帯
が
多
い
こ
と

か
ら
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
。
生
活
保
護
受
給

後
の
生
活
に
つ
い
て
も
支
援
を
す
る
。

女
性
農
業
者
の
現
状
と
支
援
策
は

ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
進
展
に
伴
い
女
性
農
業

者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
に

有
効
と
思
う
が
、
女
性
農
業
者
の
現
状
と
支
援
策
は

ど
う
か
。認

定
農
業
者
は
、
夫
婦
で
の
共
同
認
定
が
増

え
て
き
て
い
る
。
農
業
用
機
械
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
や
出
荷
作
業
、
経
理
な
ど
、
多
く
の
女
性
農
業

者
が
活
躍
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
を
継
続
支
援
す
る
。

※
 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン…

観
光
地
や
帰
省
先
な
ど
、自
宅
以
外
の
休
暇
先
で
仕
事
を
す

る
こ
と

　
　
相
談
件
数
が   

　
　

増
加
す
る
こ
と
を
予
想

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活
保
護
対
策
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
町
の
生
活
保
護
受
給

世
帯
の
動
向
は
。

令
和
３
年
１
月
末
現
在
の
町
内
生
活
保
護
世

帯
数
は
１
０
３
世
帯
、
受
給
人
数
は
１
１
９

人
と
な
っ
て
い
る
。
受
給
世
帯
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
末
は
94
世
帯
１
１
１
人
、
令
和
元
年
度

末
は
99
世
帯
１
１
２
人
で
、
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

全
体
の
約
73
％
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
。

扶
養
照
会
は
続
け
る
の
か
。

生
活
保
護
を
申
請
し
た
場
合
、
収
入
や
資
産

の
状
況
等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
親
族
に

対
し
て
申
請
者
に
援
助
で
き
る
か
を
問
い
合
わ
せ
る

「
扶
養
照
会
」
を
行
う
。

畜
産
農
家
へ
の
町
の
応
援
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
、肥
育
農
家
、

繁
殖
農
家
、
酪
農
家
へ
の
支
援
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。肥

育
農
家
に
は
、「
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

緊
急
支
援
事
業
」、
肥
育
素
牛
の
導
入
に
対

す
る
「
肉
用
牛
振
興
対
策
緊
急
支
援
事
業
」
の
経
営

継
続
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
繁
殖
農
家
に
対
し
て

は
、「
繁
殖
農
家
の
経
営
基
盤
の
強
化
」
と
、
雫
石
牛

の
産
地
と
し
て
の
「
和
牛
繁
殖
基
盤
の
強
化
」
を
目

指
し
、
支
援
し
て

い
る
。
酪
農
家
に

つ
い
て
は
、
乳
価

の
推
移
や
生
産
費

な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
た
結
果
、

現
在
の
と
こ
ろ
町

と
し
て
の
支
援
は

行
っ
て
い
な
い
。

町
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
と
実
施
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
準
備
は
国
か
ら
の
発
表
と

し
て
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら
始
め
、
そ

の
後
は
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
、
高
齢
者
施
設
等
の

従
事
者
、
60
歳
か
ら
64
歳
の
者
、
16
歳
以
上
の
者
と

優
先
順
位
が
示
さ
れ
て
い
る
。
接
種
時
期
を
見
定
め

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か

に
接
種
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
機
関
と
協

議
し
て
い
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル※

1

」へ
の

取
り
組
み
状
況
は

地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
が
動
き
出
し
て
い
る
が
町
の
取

り
組
み
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
地
域
学
校
協
働
活
動※

2
」
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
雫
石
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
目
指
す
。

I
C
T
教
育※

3

の
状
況
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
教
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
モ
デ

ル
授
業
な
ど
を
含
め
た
準
備
状
況
は
。

町
の
目
指
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
理
念
、
導
入
す

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た

授
業
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
ス

ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

※

１ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル…

保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、地
域
住
民
が
学
校
運
営
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み

※

２ 

地
域
学
校
協
働
活
動…

幅
広
い
地
域
住
民
等
の
参
画
を
得
て
、「
学
校
を
核
と

し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
」、地
域
と
学
校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働

し
て
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

※

３ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育…

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育
手
法

　
　
速
や
か
に
接
種
で
き
る

よ
う
医
療
機
関
と
調
整
中

AAA 町  

長
議会改革の一環、議
会だよりの紙面が大
胆に変化。さらに良い
広報誌目指します

AAA

AAA

町  

長
生活保護の給付率は
全国的に受給資格者
の１～２割程度とい
われていますヨネ

町  

長
コロナで町民委縮
している、新たな協
働の町づくりが必
要だ

Wi-Fiが整備される旧上長山小学校

コロナ禍での対策も着実に

雫石診療所に設置されたディープフリーザー
（超低温冷凍庫）
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こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
を
問
う 

　
　
流
通
の
遅
れ
な
ど
か

ら
、見
定
め
困
難

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
開
始
見
込

み
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
が
、
希
望

者
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
わ
る
時
期
は
い
つ
か
。

当
初
10
月
末
で
の
終
了
を
見
込
ん
だ
が
、
ワ

ク
チ
ン
流
通
の
遅
れ
な
ど
の
た
め
、
高
齢
者

へ
の
接
種
開
始
が
約
１
カ
月
ず
れ
込
ん
だ
。
具
体
的

な
終
了
時
期
を
見
定
め
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
医
療
機
関
や
接
種
順
位

な
ど
の
情
報
提
供
及
び
相
談
窓
口
の
開
設
は
。

町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

で
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
情
報
発
信

を
開
始
し
、
広
報

３
月
号
で
も
、
掲

載
予
定
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

情
報
は
日
々
刻
々

と
変
わ
る
た
め
、

新
し
い
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
基
本
的
な
内
容
は
町
広
報
や
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
で
発
信
す
る
。
相
談
窓
口
は
、
３
月
中
に

健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
増
設
し
開
設
す

る
。ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口（
総
合
窓
口
）の

導
入
はワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
は
、
転
入
や
転
出
、
出

生
、
婚
姻
な
ど
の
手
続
き
の
際
、
窓
口
を
た

ら
い
回
し
に
さ
れ
ず
、
負
担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
。

導
入
を
検
討
し
て
は
。

複
数
の
窓
口
に
立
ち
寄
る
必
要
が
あ
る
手
続

き
は
、
多
く
の
場
合
で
町
民
課
が
起
点
と

な
っ
て
、
案
内
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
な
ど
の
移
動
が
困
難
な
方
の
場
合

は
、
担
当
職
員
が
移
動
す
る
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

　
　
緊
急
経
営
支
援
金
を

補
正
計
上

町
の
宿
泊
事
業
者
・
飲
食
店
事
業
者
に
対
す

る
新
た
な
支
援
策
は
。

本
定
例
会
に
て
、
宿
泊
施
設
及
び
飲
食
店
等

を
対
象
と
し
た
「
緊
急
経
営
支
援
金
」
を
補

正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
。

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
相
談
体
制
は

ひ
と
り
親
世
帯
で
は
、
親
も
子
ど
も
も
孤
立

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
相
談
体
制
の
強

化
が
必
要
で
は
。

県
が
作
成
し
た
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
、
窓
口

担
当
課
す
べ
て
が
支
援
情
報
を
持
つ
体
制
と
な
る
よ

う
取
り
組
む
。

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

児
童
生
徒
と
保
護
者
に
対
し
実
施
し
て
い
る

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
令
和
２
年
度

に
何
回
実
施
し
た
の
か
。

保
護
者
・
児
童
生
徒
を
対
象
に
年
数
回
程
度
、

記
名
式
あ
る
い
は
無
記
名
式
で
行
う
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
工
夫
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
今
後
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
第
三
次
計
画
を
定
め
て

推
進
し
て
い
る
が
、
課
題
と
見
通
し
は
。

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
第
三
次
雫
石
町
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
推
進
し
て
い
る
。
住
民
・
企
業
・

団
体
等
と
と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
、
性
別
に
関
わ

ら
ず
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
誰
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
、
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

観
光
業
や
飲
食
業
等
へ
の
支
援
は

２
月
12
日
現
在
、
緊
急
事
態
宣
言
が
10
都
府

県
で
発
令
中
で
あ
り
、
観
光
業
や
飲
食
業
等

へ
の
強
力
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
追
加
の
緊
急
経

済
対
策
の
内
容
は
。
ま
た
、
町
の
緊
急
経
済
対
策
の

成
果
は
。温

泉
宿
泊
事
業
者
へ
は
施
設
収
容
人
員
に
よ

り
30
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
を
、
そ
の
他
の
宿

泊
施
設
に
は一律
20
万
円
、
ま
た
、
飲
食
店
等
に
は
、

売
上
が
前
年
対
比
30
％
以
上
減
少
の
店
舗
に一律
30
万

円
を
緊
急
経
営
支
援
し
た
。
成
果
は
、「
し
ず
く
い
し

旅
行
券
」
は
、
発
行
総
額
の
97
・
８
％
の
利
用
。
飲
食

店
等
へ
の
支
援
策
と
し
て
「
中
小
企
業
者
等
経
営
応

援
給
付
金
」
と
し
て

１
８
７
の
町
内
中
小

事
業
者
に
対
し
て一

律
30
万
円
を
給
付
。

「
雫
石
町
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
」
は
、
２

月
15
日
時
点
で
発
行

総
額
１
億
２
千
万
円

の
う
ち
約
９
千
５
０

０
万
円
が
使
用
さ
れ

た
。 　

　
第
３
次
男
女
共
同  

　

参
画
プ
ラ
ン
を
推
進

AAA 町  

長
希望者にワクチン
接種が終わり、早く
新型コロナも終わ
りにしたい

AAA

AA

町  

長
いじめアンケート、
生活アンケートは
個別にする必要が
あります

町  

長
後退していません
か。男女共同参画社
会の実現。めざせ！
あねっこ輝く町！！

まもなくワクチン接種を開始

宿泊施設や飲食店等に新たな支援が必要

地元の商店から好評だったプレミアム商品券
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こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
を
問
う 

　
　
流
通
の
遅
れ
な
ど
か

ら
、見
定
め
困
難

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
開
始
見
込

み
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
が
、
希
望

者
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
わ
る
時
期
は
い
つ
か
。

当
初
10
月
末
で
の
終
了
を
見
込
ん
だ
が
、
ワ

ク
チ
ン
流
通
の
遅
れ
な
ど
の
た
め
、
高
齢
者

へ
の
接
種
開
始
が
約
１
カ
月
ず
れ
込
ん
だ
。
具
体
的

な
終
了
時
期
を
見
定
め
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
医
療
機
関
や
接
種
順
位

な
ど
の
情
報
提
供
及
び
相
談
窓
口
の
開
設
は
。

町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

で
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
情
報
発
信

を
開
始
し
、
広
報

３
月
号
で
も
、
掲

載
予
定
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

情
報
は
日
々
刻
々

と
変
わ
る
た
め
、

新
し
い
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
基
本
的
な
内
容
は
町
広
報
や
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
で
発
信
す
る
。
相
談
窓
口
は
、
３
月
中
に

健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
増
設
し
開
設
す

る
。ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口（
総
合
窓
口
）の

導
入
はワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
は
、
転
入
や
転
出
、
出

生
、
婚
姻
な
ど
の
手
続
き
の
際
、
窓
口
を
た

ら
い
回
し
に
さ
れ
ず
、
負
担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
。

導
入
を
検
討
し
て
は
。

複
数
の
窓
口
に
立
ち
寄
る
必
要
が
あ
る
手
続

き
は
、
多
く
の
場
合
で
町
民
課
が
起
点
と

な
っ
て
、
案
内
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
な
ど
の
移
動
が
困
難
な
方
の
場
合

は
、
担
当
職
員
が
移
動
す
る
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

　
　
緊
急
経
営
支
援
金
を

補
正
計
上

町
の
宿
泊
事
業
者
・
飲
食
店
事
業
者
に
対
す

る
新
た
な
支
援
策
は
。

本
定
例
会
に
て
、
宿
泊
施
設
及
び
飲
食
店
等

を
対
象
と
し
た
「
緊
急
経
営
支
援
金
」
を
補

正
予
算
と
し
て
計
上
し
た
。

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
相
談
体
制
は

ひ
と
り
親
世
帯
で
は
、
親
も
子
ど
も
も
孤
立

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
相
談
体
制
の
強

化
が
必
要
で
は
。

県
が
作
成
し
た
「
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
、
窓
口

担
当
課
す
べ
て
が
支
援
情
報
を
持
つ
体
制
と
な
る
よ

う
取
り
組
む
。

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

児
童
生
徒
と
保
護
者
に
対
し
実
施
し
て
い
る

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
令
和
２
年
度

に
何
回
実
施
し
た
の
か
。

保
護
者
・
児
童
生
徒
を
対
象
に
年
数
回
程
度
、

記
名
式
あ
る
い
は
無
記
名
式
で
行
う
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
工
夫
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
今
後
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
。
第
三
次
計
画
を
定
め
て

推
進
し
て
い
る
が
、
課
題
と
見
通
し
は
。

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
第
三
次
雫
石
町
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
推
進
し
て
い
る
。
住
民
・
企
業
・

団
体
等
と
と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
、
性
別
に
関
わ

ら
ず
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
誰
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
、
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

観
光
業
や
飲
食
業
等
へ
の
支
援
は

２
月
12
日
現
在
、
緊
急
事
態
宣
言
が
10
都
府

県
で
発
令
中
で
あ
り
、
観
光
業
や
飲
食
業
等

へ
の
強
力
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
追
加
の
緊
急
経

済
対
策
の
内
容
は
。
ま
た
、
町
の
緊
急
経
済
対
策
の

成
果
は
。温

泉
宿
泊
事
業
者
へ
は
施
設
収
容
人
員
に
よ

り
30
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
を
、
そ
の
他
の
宿

泊
施
設
に
は一律
20
万
円
、
ま
た
、
飲
食
店
等
に
は
、

売
上
が
前
年
対
比
30
％
以
上
減
少
の
店
舗
に一律
30
万

円
を
緊
急
経
営
支
援
し
た
。
成
果
は
、「
し
ず
く
い
し

旅
行
券
」
は
、
発
行
総
額
の
97
・
８
％
の
利
用
。
飲
食

店
等
へ
の
支
援
策
と
し
て
「
中
小
企
業
者
等
経
営
応

援
給
付
金
」
と
し
て

１
８
７
の
町
内
中
小

事
業
者
に
対
し
て一

律
30
万
円
を
給
付
。

「
雫
石
町
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
」
は
、
２

月
15
日
時
点
で
発
行

総
額
１
億
２
千
万
円

の
う
ち
約
９
千
５
０

０
万
円
が
使
用
さ
れ

た
。 　

　
第
３
次
男
女
共
同  

　

参
画
プ
ラ
ン
を
推
進

AAA 町  

長
希望者にワクチン
接種が終わり、早く
新型コロナも終わ
りにしたい

AAA

AA

町  

長
いじめアンケート、
生活アンケートは
個別にする必要が
あります

町  

長
後退していません
か。男女共同参画社
会の実現。めざせ！
あねっこ輝く町！！

まもなくワクチン接種を開始

宿泊施設や飲食店等に新たな支援が必要

地元の商店から好評だったプレミアム商品券
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こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
を
問
う 

　
　
被
害
額
推
定
は
　
　

１
６
５
５
万
円

農
業
部
門
の
大
雪
被
害
状
況
は
。

農
業
者
か
ら
被
害
報
告
を
受
け
た
。
内
容
は

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
堆
肥
舎
屋
根
、
ま
た
格

納
庫
と
農
業
用
機
械
の
損
壊
等
が
あ
り
、
推
定
被
害

額
は
１
６
５
５
万
円
で
あ
る
。

農
家
へ
の
復
旧
支
援
は
あ
る
か
。

被
災
さ
れ
た
農
業
者
個
々
の
被
害
状
況
に
応

じ
た
雪
害
支
援
事
業
で
、
国
・
県
・
町
が
そ

れ
ぞ
れ
負
担
し
76
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
補
助
率
の
事
業

で
支
援
す
る
。

網
張
地
区
地
熱
開
発
の
見
通
し
は

地
球
温
暖
化
対
策
の
面
で
も
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
は
急
務
で
あ
る
。
特
に
地
熱
が
注
目

さ
れ
て
い
る
中
、
大
松
倉
山
が
掘
削
調
査
さ
れ
た
が

令
和
３
年
度
以
降
の
事
業
計
画
は
。

令
和
３
年
度
は
広
範
囲
に
わ
た
る
掘
削
調
査

を
予
定
し
て
お
り
、
並
行
し
て
環
境
調
査
、

温
泉
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
及
び
微
小
地
震
観
測
の
結

果
を
取
り
ま
と
め
、
地
熱
資
源
量
の
評
価
に
つ
な
げ

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
令
和
４
年
度
以
降
計
画
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
令
和
３
年
度
経
験
者

を
配
置
し
、検
討

令
和
３
年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
足
予
定

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
課
な
ど
の
よ
う
な
組
織

体
制
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
度
に
シ
ス
テ
ム
開
発
経
験
者
を
政

策
推
進
課
に
配
置
し
、
手
順
書
に
基
づ
い
た

作
業
行
程
の
作
成
に
対
応
し
適
正
に
推
進
で
き
る
体

制
を
検
討
す
る
。

電
子
入
札
制
度
の
導
入
の
考
え
は

入
札
制
度
改
革
や
談
合
防
止
上
の
観
点
か
ら

も
電
子
入
札
制
度
の
導
入
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
「
第

２
期
み
ち
の
く
広
域
連
携
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
中
で
、
盛
岡
市
の
導
入
事
例
を
ふ
ま
え
な
が
ら
広

域
８
市
町
全
体
で
電
子
入
札
の
人
員
体
制
や
費
用
負

担
等
を
含
め
て
検
討
す
る
。

交
流
セ
ン
タ
ー
利
活
用
の
今
後
の
方
針

七
ツ
森
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
利
活

用
状
況
と
今
後
の
利
活
用
方
針
は
ど
う
か
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
は
、
令
和
元
年

度
は
２
０
４
７
名
、
令
和
２
年
度
は
、
１
月

末
現
在
時
点
で
２
４
１
０
名
で
あ
る
。
今
後
は
、
お

試
し
居
住
や
貸
館
な
ど
の
業
務
を
継
続
し
、
移
住
の

相
談
窓
口
と
し
て
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
。
地

域
住
民
や
、
移
住
し
た
方
、
移
住
希
望
者
の
方
々
を

対
象
に
、
交
流

が
生
ま
れ
る
多

様
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
生
き
が

い
づ
く
り
の
場

と
な
る
取
り
組

み
を
進
め
る
。

町
有
地
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
管
理
に
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
。

町
有
地
開
発
に
取
り
組
む
民
間
事
業
者
の
撤

退
な
ど
を
受
け
、
事
業
計
画
の
実
現
が
困
難

と
判
断
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
Ｄ
ｏ（
実
行
）
の

段
階
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
断
し
た
。

企
業
感
覚
の
行
政
運
営
は

町
は
企
業
感
覚
の
行
政
運
営
で
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
企
業
経
営
管
理

の
何
を
取
り
入
れ
、
そ
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

検
証
し
た
の
か
。

企
業
の
経
営
管
理
の
機
能
を
取
り
入
れ
た
こ

と
は
な
い
が
、
第
二
次
雫
石
町
総
合
計
画
の

主
に
「
施
策
大
綱
４
　
産
業
力
を
高
め
合
い
活
力
み

な
ぎ
る
ま
ち
」
の
施
策
で
「
民
間
企
業
と
の
連
携
」

や
「
民
間
活
力
の
支
援
」
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
時
代
の
農
業
政
策
は

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
農
業
・
農
山
村
社
会

の
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

担
い
手
へ
支
援
の
ほ
か
、
小
規
模
農
家
や
兼

業
農
家
に
お
け
る
世
帯
と
し
て
の
収
入
向
上

に
向
け
、
子
や
孫
に
引
き
継
い
で
行
く
こ
と
が
、
町

の
農
業
・
農
山
村
の
持
続
的
発
展
の
地
盤
に
な
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
、
農
家
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
継

続
し
て
い
く
。

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
断

AAA 町  

長
網張地区地熱開発、
町活性化のためにも
実現を願う

AA A

AAA

町  

長
町は14ヘクタールプ
ロジェクトの破綻を
総括し、町民に報告
する義務がある

町  

長
町有地14ヘクター
ル活用企て大失敗
計画立案実行者
政策頓挫の
　  責任取るべし

大雪により損壊したビニールハウス

令和3年度から直営となる七ツ森地域交流センター

デジタル化の整備が望まれる役場庁舎
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　11 月 27 日、雫石町中央公民館大会議室で、昨今
の厳しい農業情勢のなか、業務の重点である「遊休
農地対策」について「農地法に基づく遊休農地に関
する措置の概要」等の説明を受けた後、農地の有効
活用などについて、意見交換を行いました。

　２月５日、滝沢市のビッグルーフ滝沢大ホールで
岩手河川国道事務所所長等から八幡平山系に係る直
轄砂防事業の概要説明を受けました。
　その後、「防災エンスショー～楽しく科学・伝える
防災」と題した講演を受講しました。

ぼうさい

遊休農地の解消
農業委員会との意見交換会

調査

1

八幡平山系に係る
直轄砂防事業促進期成同盟会
関係市町議会議員研修会

木材価格低迷が課題
盛岡広域森林組合との
意見交換会

研修

1

関係市町  滝沢市、八幡平市、仙北市、雫石町

　２月10日、南部営農経済センターで JA新いわて
の経営方針等の説明を受けた後、米穀園芸事業と畜
産酪農事業の課題や今後の取り組みについて意見交
換を行いました。

　３月８日、町役場で町内の森林の現況について説
明を受けた後、私有林の整備状況や木材需要、林業
従事者の現況など森林経営の課題と振興対策等につ
いて意見交換を行いました。

米価下落と後継者不足が課題
JA新いわて南部営農経済センターとの
意見交換会

調査

2

調査

3

［杉澤敏明委員長］

　子ども子育て支援室より待機児童の現状と令和 2
年 6 月から運営している、にじいろ保育園（小規模
保育園）の運営状況について聞き取り調査しました。
待機児童は、令和元年度をピークに入所申込者数、
待機児童数ともに減少しており、令和 3 年 4 月入所
の1次審査状況は、申込児童数67人、入所承諾児童
数 54 人、入所保留児童数13人で、入所保留となっ
た分について 2 次審査後に待機児童数が確定するこ
とを確認しました。
　にじいろ保育園の運営状況については定員10人

に対し現在 8 人が入所しており、令和 3 年度に園庭
の整備が予定されています。

待機児童の現状
令和元年度をピークに減少

議会だより
今号、１１７号より新しい紙面で発行

調査

1

　地域づくり推進課より地域運営組織の形成に向け
た取り組みについて聞き取り調査しました。これま
での取り組み経過として、4 地区ごとの「地域づく
り計画」策定と実践活動に対する支援を行ってきま

した。現在、地域運営組織の形成に向けた準備と検
討を各地区で進めており、4 地区一律ではなく、各
地区の特性に合わせた組織形成を目指していること
を確認しました。

地域運営組織の設立
協働による地域づくりの推進

調査

2

［横手寿明委員長］

　議会改革の一環として、議会だよりの紙面をどう
するか、令和２年５月 21 日から令和３年３月 11 日
まで22回にわたり協議してきました。
　関係者からのご意見や広報研修・視察の内容を踏
まえ、紙面を大幅に変更して発行することになりま
した。今後も、より良い議会だよりを目指して、委
員一同努力していきます。

○令和3年1月12日
　議会だより第 116 号初校、議会だより編集規程と
要領改訂および町民と議会との懇談会開催方法につ
いて協議しました。
○令和3年1月18日
　議会だより第116号再校
○令和3年1月21日
　議会だより第 116 号念校、町民と議会との懇談会
開催方法について協議しました。
○令和3年2月12日
　議会だよりのレイアウトと町民と議会との懇談会
開催方法について協議しました。
○令和3年2月24日
　議会だよりのレイアウト、議会だより第 117 号の
編集日程等協議しました。
○令和3年3月11日
　議会だよりのレイアウトと町民と議会との懇談会
開催方法について協議しました。

［堂前義信委員長］
総務産業常任委員会

教育民生常任委員会

広報広聴常任委員会

遊休農地対策の必要性を共有

待機児童解消につながるにじいろ保育園

１字１句確認しながら編集作業をする委員

八幡平山系砂防事業の取り組み状況

圃場の大規模化などで省力化を推進

私有林の維持、発展が重要
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　11 月 27 日、雫石町中央公民館大会議室で、昨今
の厳しい農業情勢のなか、業務の重点である「遊休
農地対策」について「農地法に基づく遊休農地に関
する措置の概要」等の説明を受けた後、農地の有効
活用などについて、意見交換を行いました。

　２月５日、滝沢市のビッグルーフ滝沢大ホールで
岩手河川国道事務所所長等から八幡平山系に係る直
轄砂防事業の概要説明を受けました。
　その後、「防災エンスショー～楽しく科学・伝える
防災」と題した講演を受講しました。

ぼうさい

遊休農地の解消
農業委員会との意見交換会

調査

1

八幡平山系に係る
直轄砂防事業促進期成同盟会
関係市町議会議員研修会

木材価格低迷が課題
盛岡広域森林組合との
意見交換会

研修

1

関係市町  滝沢市、八幡平市、仙北市、雫石町

　２月10日、南部営農経済センターで JA新いわて
の経営方針等の説明を受けた後、米穀園芸事業と畜
産酪農事業の課題や今後の取り組みについて意見交
換を行いました。

　３月８日、町役場で町内の森林の現況について説
明を受けた後、私有林の整備状況や木材需要、林業
従事者の現況など森林経営の課題と振興対策等につ
いて意見交換を行いました。

米価下落と後継者不足が課題
JA新いわて南部営農経済センターとの
意見交換会

調査

2

調査

3

［杉澤敏明委員長］

　子ども子育て支援室より待機児童の現状と令和 2
年 6 月から運営している、にじいろ保育園（小規模
保育園）の運営状況について聞き取り調査しました。
待機児童は、令和元年度をピークに入所申込者数、
待機児童数ともに減少しており、令和 3 年 4 月入所
の1次審査状況は、申込児童数67人、入所承諾児童
数 54 人、入所保留児童数13人で、入所保留となっ
た分について 2 次審査後に待機児童数が確定するこ
とを確認しました。
　にじいろ保育園の運営状況については定員10人

に対し現在 8 人が入所しており、令和 3 年度に園庭
の整備が予定されています。

待機児童の現状
令和元年度をピークに減少

議会だより
今号、１１７号より新しい紙面で発行

調査

1

　地域づくり推進課より地域運営組織の形成に向け
た取り組みについて聞き取り調査しました。これま
での取り組み経過として、4 地区ごとの「地域づく
り計画」策定と実践活動に対する支援を行ってきま

した。現在、地域運営組織の形成に向けた準備と検
討を各地区で進めており、4 地区一律ではなく、各
地区の特性に合わせた組織形成を目指していること
を確認しました。

地域運営組織の設立
協働による地域づくりの推進

調査

2

［横手寿明委員長］

　議会改革の一環として、議会だよりの紙面をどう
するか、令和２年５月 21 日から令和３年３月 11 日
まで22回にわたり協議してきました。
　関係者からのご意見や広報研修・視察の内容を踏
まえ、紙面を大幅に変更して発行することになりま
した。今後も、より良い議会だよりを目指して、委
員一同努力していきます。

○令和3年1月12日
　議会だより第 116 号初校、議会だより編集規程と
要領改訂および町民と議会との懇談会開催方法につ
いて協議しました。
○令和3年1月18日
　議会だより第116号再校
○令和3年1月21日
　議会だより第 116 号念校、町民と議会との懇談会
開催方法について協議しました。
○令和3年2月12日
　議会だよりのレイアウトと町民と議会との懇談会
開催方法について協議しました。
○令和3年2月24日
　議会だよりのレイアウト、議会だより第 117 号の
編集日程等協議しました。
○令和3年3月11日
　議会だよりのレイアウトと町民と議会との懇談会
開催方法について協議しました。

［堂前義信委員長］
総務産業常任委員会

教育民生常任委員会

広報広聴常任委員会

遊休農地対策の必要性を共有

待機児童解消につながるにじいろ保育園

１字１句確認しながら編集作業をする委員

八幡平山系砂防事業の取り組み状況

圃場の大規模化などで省力化を推進

私有林の維持、発展が重要
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藤
ふじ
田
た
　彩

さ
希
き
さん（８歳・天戸行政区）

三
み
浦
うら
　喜

き
代
よ
子
こ
さん（63歳・七ツ森・丸谷地行政区）

森
もり
合
あい
　栄
まさひと
仁さん（47 歳・小松行政区）

北
きた
口
ぐち
　健
けん
一
いち
さん（73 歳・駅前行政区）

冬の雫石

一年中、楽しんでいます

柿木神社の土俵が大好きです

大好きな「山と温泉」

V
E

　私は、冬の雫石が好きです。雪の積もった
岩手山がとてもきれいで学校の図書館から見
える景色が特に気に入っています。
　雫石には、スキー場もあって、寒くても楽
しいです。雫石に住んでいて良かったなと思
います。

　子育てと、親の世話に適した環境だと思い、
丸谷地を選び 17年住んでいます。
　大きい災害もなく、四季折々の風景は美し
いし、温泉、スキー場も多く、一年中楽しめ
る所が大好きです。
　何より雫石生まれの雫石育ちなので（大
村）、誰よりも好きなんです！雫石！

　大震災の年の９月に秋田市から移住してき
ましたので、今年で 10年になります。移住
してから大好きな「山と温泉」を満喫してお
りましたが昨年、膝を痛めたこともあり登山
の機会も少なくなりました。現在は、週に３
日位ゲートボールを楽しんでおります。

　子供の頃から家の前の柿木神社で遊び、ち
びっこ相撲、大人になってからは奉納相撲と、
何度となく土俵に上がりました。
　年を重ねる度に子供の頃に教えてもらった相
撲の志が今も支えになっています。
　自分の子供たちが同じ土俵に上がる姿はとて
もほほ笑ましいです。
　子供たちを育ててくれる柿木神社と雫石が大
好きです。

議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴く VOICE シリーズ。

今回は「しずくいしのここが好き♡」です。

皆さんの声を聞きました

No.12
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古希祝い記念

　私は七人兄弟の末っ子として生まれたが、
甥や姪も年齢が近く兄弟のようにして育った。
小学生のとき、父と兄と汽車に乗って盛岡ま
で行きスキーを買ってもらったが、交通量が
多くて迷子になり、その上事故に遭い眼のふ
ちを何針も縫った。「縫

・
う
・
の
・
だ
・
ば
・
や
・
ん
・
た
・
」と

大泣きした痛い記憶がある。
　中学、高校と運動が得意な活発な少年だっ
た。ちょっと自慢になるが中学では野球部の
投手で町内で優勝し、陸上も 100 ｍハード
ルで県大会決勝まで行き、町内駅伝大会でも
トップでタスキを渡した記憶がある。
　高校では山岳部で活動し毎週のように登山
していたので土曜日は朝から登山の服装で汽
車に乗って登校していた。高校３年の夏休み
に東京にいた兄と北アルプス槍ヶ岳に登っ
た。初めてみる日本アルプスの大パノラマは
東北の山々にはない衝撃的な印象だった。
　私の社会人生活は自宅からの盛岡通勤でス
タートした。バスと汽車での通勤でしたが不
便なので中古車を買って通勤した。昭和 48
年に中学の同級生と結婚、高前田町営住宅で
お世話になり、その後親戚の皆さんのお世話
になり下町に住まいを構え、妻（園子）は美
容院をやりながら７年間住んだ。娘は雫石小
学校に入学した時歌手の「福田こうへい」さ

んと同級生でした。
　仕事は主に内勤で旅行の企画や切符の手配
が主でしたが、入社して間もなく 100 人以
上の盛岡市商店会の香港団体旅行に添乗員と
して同行したが言葉もあまりわからずに初め
ての海外旅行添乗経験でした。
　東日本大震災では本震、余震と二度も家が
半壊し、津波も近くまで来て被災した。幸い
ケガはなかったがショックで食物アレルギー
になり現在も続いている。初孫が生まれて４
日目のことで、娘と孫が入院していた病院も
津波被害を受け、危機一髪のところで助かっ
たことが今でも思い出される。毎年墓参りに
は帰省しているが、登山の思い出が多いふる
さとの山々や景色はあたたかく迎えてくれ
る。この環境を守って管理してくださる故郷
の皆様には感謝している。

雫
石
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
社
会
人
生
活

83
在京雫石町友会 会員　　高

たか

畑
はた

　 貢
みつぎ

さん

昭和 25年八区行政区生まれ　屋号「三蔵竈」上長山小学校－西山中学校－盛岡商業高校－近畿日本ツーリスト「盛
岡営（15年）－秋田営（６年）－郡山営（５年）－仙台営（９年）－華の湯ホテル（秋保温泉）－　宮城県名取
市在住。子供二人、孫一人。

槍ヶ岳登山（右が筆者）
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今月の

� 表紙

写真左から
宗
そう

志
し

さん（12 歳）
桜
お

音
と

さん（10 歳）
咲
さ

音
と

さん（7歳）
犬　ラク（3歳）

なかよしシリーズ⑫

左上が本人。右上が妻の麻
ま

衣
い

さん（32 歳）
前列左：海

みなぎ

凪さん（９歳）
前列中央：海

かい

晴
せい

さん（７歳）
前列右：海

う

大
た

さん（１歳）

左上が本人。右上が妻の麻
ま

衣
い

さん（32 歳）

　米
よね
澤
ざわ
　英
ひで
明
あき
さん（37歳）、裕

ひろみ
美さん（39歳）

（赤滝行政区）のお子さん、なかよし３きょう
だいです。
将来の夢は何ですか？
　長男　宗

そう
志
し

さん：人の役に立つ仕事と家業を
　　　　　　　　　手伝うこと
　長女　桜

お
音
と

さん：物作りに携わる仕事
　次女　咲

さ
音
と

さん：動物に携わる仕事がしたい

前
まえ

川
かわ

　将
しょう

太
た

さん（34歳）｜御明神谷地行政区｜※宮古市出身

共通の友人との食事会で知り合いました。同
じ高校の先輩、後輩です。

お二人の馴れ初めは？

A
Q

自然いっぱいで、子どもたちをのびのびと育
てられる町です。

雫石町に暮らしてみて、いかがですか？

A
Q

子育てしやすい町であってほしいです。
子どもたちや親子が楽しめるイベントがたく
さんあると嬉しいです。

町に望むことは？

A
Q

ご縁があり、町外から移住した「ご夫婦」

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（1月～3月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

1 月 0 件 0 円 0 件 0 円

2 月 1 件 20,000 円 0 件 0 円

3 月 0 件 0 円 0 件 0 円

合計 1 件 20,000 円 0 件 0 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■ 編集デスク
　今回、議会改革の一環として議会だよりも大幅にリニュー
アルしました。どのようにしたら町民に親しまれる紙面にな
るか等、何度も協議を重ね、大変苦労してここまでたどり着
き今号の発行となりました。いかがだったでしょうか。皆様
方からのご感想をお待ちしております。
　今後も、さまざまな情報をお届けし、皆様方に愛される
議会だよりの編集に尽力していきます。
　また、新型コロナウイルス感染症は第４波の襲来が懸念
されますが、ワクチン接種も開始される見通しとなりました。
町民一丸となって、この難局を乗り越えていきましょう。

（広報広聴常任委員：坂井尚樹）

発行責任者（議長）／前田隆雄
　　　編集委員長／堂前義信
　　　　副委員長／横手寿明

編集委員／幅　秀哉・古舘謙護
　　　　　岡本忠美・坂井尚樹
　　　　　金子一男
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【訂正とお詫び】
　前号でふるさとへの便り -82 の記事で佐々木勇人（ささきはやと）さんのふりがな
を「ゆうと」と誤掲載していました。訂正しお詫びいたします。
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